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at Nagasaki University in Order to Obtain  
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平成 14年度（合計） （７名） 
教育学部中学数学 1年  １ 
教育学部初等数学３年  １ 
工学部情報システム２年  ２ 
教育学研究科修士 1年  ２ 
教育学部科目等履修生  １ 
 
平成 15年度（合計） （３名） 
教育学部初等教育 1年  ２ 
工学部情報システム３年  １ 
 
平成 16年度（合計） （10名） 
教育学部初等教育１年  ２ 
教育学部中学社会１年  ２ 
教育学部中学数学１年  １ 
教育学部中学数学３年  ２ 
教育学部初等数学４年  １ 
工学部情報システム４年  １ 














年度  2004   
科目名（和文） ソフトウェア活用 
科目名（英文） Practical Use of Software 
対象課程  学校教育教員養成課程  
対象学年   1  
複数学年の場合   3 4   
講義種別     講義  
必修・選択    選択   
単位数     2   






















14．まとめ   
 
評価方法  課題提出、出席状況等を総合的
に評価する   
テキスト  使用しない 
用意するもの 特にない   
参考文献  特にない   
受講生への希望 継続して出席すること   
――――――――――――――――――――――― 
 































































































































































団体旅行 情報収集 安全確認 現地事情 
森林保全 有害駆除 被害拡大 環境改善 
インターネット 通信回線 ホームページ 情報機
器 
情報通信技術 社会 変化 情報 
科学技術 電子回路 社会基盤 巨大企業 
オゾン 光科学 フロン 紫外線 
残虐行為 混乱 世界経済 金融機関 
コンピュータ メディア インターネット コミュ
ニケーション 
















極小論文.doc      ＨＴＭＬ表.html 
インターネット.doc     。。。 
  プレゼンテーション.ppt     。。。 
 偏差値.xls 
   プログラミング言語.doc  。。。 
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